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総
選
挙
で
勝
利
し
、新
し
い
政
治
を
実
現
し
よ

う
と
決
意
を
固
め
合
う
（
左
か
ら
）社
民
・
福
島
、

共
産
・
志
位
、立
民
・
枝
野
、れ
い
わ
・
山
本
の
各

党
首 

＝
８
日
、参
院
議
員
会
館

 

（
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」提
供
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
国
民

の
怒
り
の
声
に
追
い
詰
め
ら

れ
、
菅
義
偉
首
相
が
政
権
を

投
げ
出
し
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
、
立
憲
民
主
党
、
社
民

党
、
れ
い
わ
新
選
組
の
野
党

４
党
と
「
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め

る
市
民
連
合
」は
８
日
、目
前

に
迫
る
総
選
挙
で
自
公
政
権

を
倒
し
、
命
を
守
る
新
し
い

政
権
の
実
現
を
目
指
す
野
党

共
通
政
策（
別
掲
）
に
合
意
。

共
産
・
志
位
和
夫
委
員
長
、

立
民
・
枝
野
幸
男
代
表
、
社

民
・
福
島
瑞
穂
党
首
、
れ
い

わ
・
山
本
太
郎
代
表
が
共
通

政
策
の
提
言
書
に
署
名
し
ま

し
た
。
総
選
挙
で
日
本
共
産

党
を
含
む
野
党
各
党
が
野
党

第
１
党
を
含
め
て
共
通
政
策

を
結
び
、
政
権
交
代
を
め
ざ

す
初
め
て
の
た
た
か
い
と
な

り
ま
す
。

　

提
言
書
で
は
、
野
党
各
党

に
共
通
政
策
を
「
実
行
す
る

政
権
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と

を
求
め
る
」
と
明
記
。
志
位

委
員
長
は
、「
市
民
と
野
党
の

総
選
挙
を
た
た
か
う
共
通
の

政
策
的
旗
印
が
立
派
に
立
っ

た
。
総
選
挙
は
９
年
間
に
及

ぶ
安
倍
・
菅
自
公
政
治
に
対

す
る
総
決
算
、
チ
ェ
ン
ジ
の

審
判
を
下
す
選
挙
。
提
言
に

は
そ
の
チ
ェ
ン
ジ
の
重
要
な

政
策
が
し
っ
か
り
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
」
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

命
を
守
る
新
し
い
政
権
へ

の
政
策
的
「
旗
印
」
が
示
さ

れ
た
こ
と
に
、
府
内
の
幅
広

い
市
民
か
ら
期
待
と
歓
迎
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
野
党
が
共
通
政
策

命守る政権つくる

　

政
府
が
２
０
３
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
目
標
を
46
％（
13
年
比
）

と
し
た
こ
と
に
落
胆
し
ま

し
た
。
50
年
に
Ｃ
Ｏ
２
ゼ

ロ
と
言
わ
れ
て
も
中
身
も

重
み
も
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
私
た
ち
若
者
の
未
来

は
守
れ
な
い
。

　

京
都
市
の
環
境
審
議
会

の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

委
員
会
の
委
員
に
入
り
、

６
日
に
開
か
れ
た
令
和
３

年
度
第
１
回
会
議
で
発
言

し
ま
し
た
。
京
都
市
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
目
標
は
国
よ
り

も
低
い
「
40
％
以
上
」（
13

す
る
中
、
思
い
切
っ
た
行

動
が
今
ま
で
よ
り
も
ず
っ

と
緊
急
性
を
増
し
て
い
る

の
で
す
。

　

野
党
の
共
通
政
策
に
地

球
環
境
問
題
が
入
っ
た
の

は
歓
迎
で
す
が
、
数
値
目

標
が
な
い
の
が
残
念
。
共

産
党
が
だ
し
た
「
２
０
３

０
戦
略
」
で
は
Ｃ
Ｏ
２
50

〜
60
％
削
減
、
脱
炭
素
、

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
を
す
す

め
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
大

改
革
を
具
体
的
に
提
案
し

て
お
り
、
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
気
候
危
機
打

開
と
同
時
に
、
格
差
と
貧

困
を
な
く
し
、
暮
ら
し
を

よ
く
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

希
望
あ
る
未
来
の
た
め
に
、

政
治
を
変
え
た
い
。

同
人
を
中
心
に
京
都
１
区

市
民
連
合
を
立
ち
上
げ
、

「
立
憲
野
党
で
政
権
交
代
」

を
訴
え
、
日
本
共
産
党
の

穀
田
恵
二
衆
院
議
員
・
京

都
１
区
予
定
候
補
を
招
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　

菅
政
権
は
、
モ
リ
・
カ

ケ
・
サ
ク
ラ
な
ど
の
疑
惑

に
は
嘘
を
つ
き
続
け
、
コ

ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
尽
く

す
べ
き
時
に
五
輪
を
強
行

し
、
感
染
爆
発
を
招
き
ま

し
た
。
市
民
の
怒
り
で
辞

任
に
追
い
込
ま
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

総
選
挙
が
近
づ
く
中
、

市
民
連
合
が
野
党
と
共
通

政
策
で
合
意
し
ま
し
た
。

早
く
立
憲
野
党
で
候
補
者

を
一
本
化
し
、
１
区
で
勝

利
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
党
へ
の
政
策
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
現
在
、
政
策

的
に
応
援
で
き
る
野
党
の

中
で
、
１
区
の
候
補
者
は

穀
田
さ
ん
だ
け
で
す
。
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

穀
田
さ
ん
は
参
加
者
の
質

問
に
真

に
答
え
ら
れ
、

安
保
法
制
の
廃
止
を
は
じ

め
政
策
も
一
致
点
が
多
く
、

本
当
に
良
い
集
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
社
会
の
変

化
を
考
え
る
と
、
一
人
ひ

と
り
の
生
活
を
保
障
す
る

制
度
を
作
る
こ
と
が
大
事

だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
を
維
持
・

拡
充
し
つ
つ
、
定
期
的
に

給
付
金
を
配
る
な
ど
、
手

厚
い
生
活
保
障
制
度
が
必

要
で
す
。
野
党
連
合
政
権

実
現
へ
、
無
党
派
層
へ
の

呼
び
か
け
を
強
め
、
支
持

政
党
の
枠
を
超
え
た
選
挙

に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。

　

京
都
の
市
民
連
合
「
ユ

ナ
イ
ト
き
ょ
う
と
」
の
賛

立憲野党で政権交代を
京都１区市民連合呼びかけ人、
アジェンダプロジェクト 藤井悦子さ　

　ん

Ｆｒ
ｉ
ｄａｙ
ｓ  

Ｆｏｒ

Ｆｕ
ｔｕｒｅ  

Ｋｙ
ｏ
ｔｏ

代
表寺

島
美
羽
さ　

　

ん

若
者
の
未
来
守
る
た
め
に

た
、Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
）
第
六
次
評
価
報
告
書

に
て
、
人
間
活
動
が
地
球

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
こ

と
に
疑
う
余
地
が
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
異
常
気
象
、
そ
れ
に

伴
う
自
然
災
害
が
深
刻
化

年
比
）。50
年
に
Ｃ
Ｏ
２
ゼ

ロ
の
目
標
は
あ
っ
て
も
、

目
標
達
成
の
た
め
の
具
体

的
な
道
筋
が
見
え
ま
せ

ん
。
国
も
京
都
市
も
気
候

危
機
に
対
す
る
課
題
意
識

が
低
す
ぎ
ま
す
。

　

今
年
８
月
に
公
表
さ
れ

１　

 

憲
法
に
基
づ
く
政

治
の
回
復

•

安
保
法
制
、
特
定
秘
密

保
護
法
、
共
謀
罪
法
な
ど

の
法
律
の
違
憲
部
分
を
廃

止
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ

た
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
。

•

平
和
憲
法
の
精
神
に
基

づ
き
、
総
合
的
な
安
全
保

障
の
手
段
を
追
求
し
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
平
和
の
創

出
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
外

交
努
力
を
行
う
。

•

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
を
め
ざ
し
、
ま
ず
は
締

約
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
に
向
け
努
力
す

る
。

•

地
元
合
意
も
な
く
、
環

境
を
破
壊
す
る
沖
縄
辺
野

古
で
の
新
基
地
建
設
を
中

止
す
る
。

２　

 

科
学
的
知
見
に
基

づ
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の

強
化

•

従
来
の
医
療
費
削
減
政

策
を
転
換
し
、
医
療
・
公

衆
衛
生
の
整
備
を
迅
速
に

進
め
る
。

•

医
療
従
事
者
を
は
じ
め

と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
待
遇
改
善
を

急
ぐ
。

•

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
倒
産
、

失
業
な
ど
の
打
撃
を
受
け

た
人
や
企
業
を
救
う
た

め
、
万
全
の
財
政
支
援
を

行
う
。

３　

 
格
差
と
貧
困
を
是

正
す
る

•

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

や
非
正
規
雇
用
・
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
処
遇
改
善
に
よ

り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

な
く
す
。

•

誰
も
が
人
間
ら
し
い
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、住
宅
、

教
育
、
医
療
、
保
育
、
介

護
に
つ
い
て
公
的
支
援
を

拡
充
し
、
子
育
て
世
代
や

若
者
へ
の
社
会
的
投
資
の

充
実
を
図
る
。

•

所
得
、法
人
、
資
産
の
税

制
、
お
よ
び
社
会
保
険
料

負
担
を
見
直
し
、
消
費
税

減
税
を
行
い
、
富
裕
層
の

負
担
を
強
化
す
る
な
ど
公

平
な
税
制
を
実
現
し
、
ま

た
低
所
得
層
や
中
間
層
へ

の
再
分
配
を
強
化
す
る
。

４　

 

地
球
環
境
を
守
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

と
地
域
分
散
型
経

済
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行

•

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
充
に
よ
り
、
石
炭
火

力
か
ら
脱
却
し
、
原
発
の

な
い
脱
炭
素
社
会
を
追
求

す
る
。

•

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
軸

と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
地
域
に
お
け
る
新
た
な

産
業
を
育
成
す
る
。

•

自
然
災
害
か
ら
命
と
く

ら
し
を
守
る
政
治
の
実
現
。

•

農
林
水
産
業
へ
の
支
援

を
強
め
、
食
料
安
全
保
障

を
確
保
す
る
。

５　

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
基
づ
い
た
自
由

で
公
平
な
社
会
の

実
現

•

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、人
種
、年

齢
、
障
が
い
な
ど
に
よ
る

差
別
を
許
さ
な
い
た
め
に

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
や

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
平
等
法
な
ど
を

成
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、

女
性
に
対
す
る
性
暴
力
根

絶
に
向
け
た
法
整
備
を
進

め
る
。

•

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め

ざ
す
視
点
か
ら
家
族
制
度
、

雇
用
制
度
な
ど
に
関
す
る

法
律
を
見
直
す
と
と
も
に
、

保
育
、
教
育
、
介
護
な
ど

の
対
人
サ
ー
ビ
ス
へ
の
公

的
支
援
を
拡
充
す
る
。

•

政
治
を
は
じ
め
と
し
た

意
思
決
定
の
場
に
お
け
る

女
性
の
過
少
代
表
を
解
消

す
る
た
め
、
議
員
間
男
女

同
数
化（
パ
リ
テ
）を
推
進

す
る
。

６　

 

権
力
の
私
物
化
を

許
さ
ず
、
公
平
で

透
明
な
行
政
を
実

現
す
る

•

森
友
・
加
計
問
題
、
桜

を
見
る
会
疑
惑
な
ど
、
安

倍
、
菅
政
権
の
下
で
起
き

た
権
力
私
物
化
の
疑
惑
に

つ
い
て
、
真
相
究
明
を
行

う
。

•

日
本
学
術
会
議
の
会
員

を
同
会
議
の
推
薦
通
り
に

任
命
す
る
。

•

内
閣
人
事
局
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
公
正
な
公
務

員
人
事
を
確
立
す
る
。

野
党
共
通
政
策
の
提
言



野
党
の
協
力
を
広
げ
て
総
選
挙
で
勝
利
し
、
新
し
い
政
治
を

実
現
し
よ
う
と
共
通
政
策
に
合
意
し
た
市
民
連
合
と
野
党
各

党
党
首

 

＝
８
日
、参
院
議
員
会
館 

（
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」提
供
）

（２）２０２１年９月 号　外（1962年３月８日第３種郵便物認可）

暮
ら
し
は
よ
く
な
る

歴史的総選挙どうたたかう

渡辺和俊委員長

日本共産党京都府委員会　渡辺  和俊 委員長に聞く
　

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
政
権
交
代
を
目
指

す
歴
史
的
総
選
挙
が
目
前
で
す
。
４
野
党
と

「
市
民
連
合
」
が
共
通
政
策
で
合
意
（
８
日
）

し
、
新
し
い
政
治
へ
の
「
旗
印
」
が
示
さ
れ
た

も
と
で
、
ど
う
選
挙
戦
を
た
た
か
う
の
か
―

「
本
気
の
共
闘
」へ
の
課
題
や
京
都
で
の
選
挙

協
力
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党

京
都
府
委
員
会
の
渡
辺
和
俊
委
員
長
に
聞
き

ま
し
た
。

　

 　
「
市
民
連
合
」の
呼
び

か
け
で
４
野
党
の
共
通

政
策
が
合
意
さ
れ
ま
し

た
ね

　　

共
通
政
策
は
、
６
つ
の

柱
・
20
項
目
か
ら
成
っ
て

い
ま
す（
１
面
参
照
）
。「
安

保
法
制
や
秘
密
保
護
法
、

共
謀
罪
な
ど
違
憲
立
法
廃

止
」「
消
費
税
減
税
」「
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
」「
沖
縄

の
辺
野
古
新
基
地
建
設
中

止
」「
原
発
の
な
い
脱
炭
素

社
会
」「
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
」「
森
友
・
加
計
・
桜

疑
惑
徹
底
究
明
」「
日
本
学

術
会
議
会
員
の
推
薦
通
り

の
任
命
」
な
ど
、「
野
党
連

合
政
権
を
つ
く
れ
ば
、
暮

ら
し
は
よ
く
な
る
。
政
治

は
変
わ
る
」
と
訴
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
ね
。

　

同
時
に
、自
民
党
は「
い

よ
い
よ
共
産
党
が
政
権
取

り
に
乗
り
出
す
。
な
ん
と

し
て
も
阻
止
し
な
け
れ

ば
」（
京
都
６
区
候
補
）
と

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
ま
す
。
激
し
い
選
挙
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

 　

こ
う
し
た
も
と
で
、

野
党
共
闘
は
今
後
ど
う

進
み
ま
す
か

「
実
行
す
る
政
権

目
指
す
」と
合
意

　

政
策
の
面
で
「
与
党
＋

補
完
勢
力
」
Ｖ
Ｓ
「
市
民

＋
野
党
」
の
二
極
対
決
の

構
図
が
鮮
明
に
な
り
ま
し

た
。同
時
に
今
回
、こ
の
政

策
を
「
実
行
す
る
政
権
の

実
現
を
め
ざ
す
」
と
４
党

が
合
意
し
た
こ
と
は
、
こ

の
間
の
国
政
選
挙
に
は
な

か
っ
た
画
期
的
な
前
進
で

す
。志
位
和
夫
委
員
長
は
、

「
政
党
間
の
協
議
を
速
や

か
に
行
い
、政
権
協
力
、選

挙
協
力
に
つ
い
て
前
向
き

の
合
意
を
つ
く
り
あ
げ
、

本
気
の
共
闘
の
体
制
を
つ

く
る
た
め
に
力
を
つ
く
す
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

　

 　

野
党
の〝
本
気
度
〞が

伝
わ
る
に
は
、「
選
挙
協

力
」
と
「
政
権
協
力
」

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね

　

そ
の
通
り
で
す
。
４
６

５
の
衆
院
定
数
の
う
ち
２

８
９
は
小
選
挙
区
選
出
で

す
。
前
回
２
０
１
７
年
総

選
挙
で
自
民
党
は
、
33
％

の
得
票
率（
比
例
）な
の
に
、

２
８
１
議
席
、
つ
ま
り
60

％
の
議
席
を
占
有
し
た
。

ま
さ
に
、〝
小
選
挙
区
マ
ジ
ッ

ク
〞で
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
一
定
の

規
模
の
選
挙
区
で
野
党
が

小
選
挙
区
候
補
を
一
本
化

す
れ
ば
、
自
・
公
に
打
ち

勝
ち
、
野
党
が
過
半
数
を

獲
得
す
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
す
。こ
の「
選
挙
協
力
」

に
は
、
政
党
間
協
議
が
必

要
で
す
。

　

「
政
権
協
力
」に
つ
い
て

は
「
閣
内
協
力
」
だ
け
で

は
な
く
、「
閣
外
協
力
」
も

あ
り
え
ま
す
。
志
位
委
員

長
は
、「
協
力
の
形
態
は
協

議
の
な
か
で
一
致
点
を
大

切
に
し
て
決
め
て
い
け
ば

よ
い
」（
第
３
回
中
央
委
員

会
総
会
）
と
明
確
に
述
べ

て
い
ま
す
。
政
権
協
力
の

姿
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て

こ
そ
、
有
権
者
は
安
心
し

て
野
党
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

政
権
交
代
へ「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」に
力
強
く
踏
み
出
す
時

協
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党

の
本
部
間
の
協
議
と
合
意

が
必
要
で
あ
る
。同
時
に
、

京
都
段
階
で
も
話
し
合
い

を
進
め
る
べ
く
、
協
議
開

始
を
呼
び
か
け
る
」
と
表

明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
術
会
議
会

員
任
命
拒
否
な
ど
強
権
を

振
る
う
菅
内
閣
の
も
と

で
、多
く
の
府
民
か
ら「
京

都
で
も
野
党
共
闘
を
」
の

声
が
上
が
り
、私
た
ち
は
、

11
月
４
日
、
立
憲
民
主
党

京
都
府
連
に
、
政
党
間
協

議
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
党

が
「
現
時
点
で
は
申
し
入

れ
に
応
じ
る
こ
と
に
は
至

ら
な
い
」（
泉
健
太
府
連
会

長
）と
述
べ
、今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
４
野
党
の
政

策
合
意
と
い
う
新
し
い
局

面
の
も
と
で
、
市
民
連
合

「
ユ
ナ
イ
ト
き
ょ
う
と
」か

ら
も
「
次
期
衆
議
院
選
挙

に
お
け
る
立
憲
野
党
の
選

挙
協
力
の
要
請
」（
７
日
）

も
届
い
て
お
り
、
京
都
で

も
政
党
間
協
議
を
開
始
で

き
る
よ
う
、
い
っ
そ
う
努

力
し
ま
す
。

に
は
「
あ
な
た
に
は
２
票

あ
る
」「
比
例
は
日
本
共
産

党
へ
」
と
強
く
呼
び
か
け

た
い
で
す
。

　

衆
院
定
数
４
６
５
の
う

ち
、
比
例
選
出
は
１
７
６

で
す
。
２
０
１
４
年
総
選

挙
の
共
産
党
獲
得
議
席
21

の
う
ち
20
議
席
が
比
例
選

出
。
２
０
１
７
年
は
12
議

席
の
う
ち
11
議
席
が
比
例

選
出
で
し
た（
小
選
挙
区

で
の
当
選
は
い
ず
れ
も
沖

縄
１
区
・
赤
嶺
政
賢
さ
ん

の
み
）。

　

11
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て

「
ド
ン
ト
方
式
」で
各
党
に

議
席
配
分
す
る
仕
組
み
で

す
の
で
、
多
少
誤
差
は
出

ま
す
が
、
全
国
ど
こ
で
も

「
共
産
党
」と
書
い
て
も
ら

え
ば
、
ほ
ぼ
得
票
率
に
比

例
し
て
議
席
に
実
り
ま
す
。

全
国
の
比
例
得
票
目
標
は

「
８
５
０
万
票
、15
％
以
上
」

（
京
都
は
「
30
万
票
、
25
％

以
上
）で
す
。直
近
の
２
０

１
９
年
参
院
選
比
例
得
票

率
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
れ
ば
、
８
５
０
万
票
獲

得
で
、
わ
が
党
は
比
例
で

35
議
席
以
上
獲
得
で
き
、

立
憲
民
主
党
に
次
ぐ
第
３

党
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
、
国
会
は
も
っ
と
面

白
く
な
り
、
野
党
共
闘
は

格
段
に
進
み
ま
す
。

　

こ
の
間
、
京
都
民
報
に

登
場
さ
れ
た
保
守
の
方
々
、

以
前
は
自
民
党
を
支
持
し

て
い
た
方
や
、
他
の
野
党

の
支
持
者
も
含
め
、「
比
例

は
共
産
党
」
と
訴
え
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
何
よ

り
も
、
野
党
の
中
に
分
断

と
逆
流
が
持
ち
込
ま
れ
た

２
０
１
７
年
総
選
挙
で
共

闘
を
守
っ
た
共
産
党
、
府

知
事
選
を
は
じ
め
、
京
都

の
首
長
選
で
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
」
を
貫
い
て
き

た
わ
が
党
へ
の
深
い
信
頼

が
、
府
民
の
中
に
広
が
っ

て
い
る
証
拠
で
す
。
比
例

躍
進
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

 　

京
都
の
選
挙
協
力
は

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か

　

京
都
府
委
員
会
は
、
昨

年
６
月
18
日
に
、
現
職
の

１
区
・
穀
田
恵
二
衆
院
議

員
に
加
え
て
、
２
区
・
地

坂
拓
晃
、
４
区
・
吉
田
幸

一
、
５
区
・
山
内
健
の
４

人
の
候
補
者
を
決
め
、「
３

区
・
６
区
は
検
討
中
」
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、「
他
の
野
党
の

み
な
さ
ん
に
、
１
区
で
は

穀
田
議
員
を
野
党
統
一
候

補
と
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
」
と
と
も
に
、「
１
区

を
は
じ
め
野
党
間
の
選
挙

｢

選
挙
協
力｣

と｢

政
権
協
力｣

京
都
で
も
政
党
間
協
議
を

｢

比
例
は
共
産
党｣

が
主
舞
台

共
闘
へ
の
本
気
度
の
証

１
区
穀
田
勝
利
必
ず

党
の
熱
意
と
真
剣
さ
、
本

気
度
の
証
で
あ
り
、
政
権

交
代
・
野
党
連
合
政
権
実

現
の
大
義
に
立
つ
提
起
で

す
。

　

単
独
政
権
で
は
な
く
、

統
一
戦
線
の
力
で
議
会
の

多
数
を
獲
得
し
て
連
合
政

権
を
目
指
す
。こ
れ
が
、わ

が
党
綱
領
の
一
貫
し
た
方

針
で
す
。
共
産
党
が
一
翼

を
担
う
野
党
共
闘
が
現
実

課
題
と
な
っ
た
今
、「
京
都

だ
け
は
例
外
」
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

 　

比
例
躍
進
と
と
も
に
、

今
度
は
、
小
選
挙
区
の

１
区
で
穀
田
さ
ん
を
勝

た
せ
た
い
で
す
ね

　

市
民
連
合
の
山
口
二
郎

法
政
大
学
教
授
は
「
誰
も

が
認
め
る
事
実
上
の
野
党

統
一
候
補
」
と
、「
１
区
穀

田
必
勝
」
を
訴
え
て
く
れ

ま
し
た（
８
・
28
京
都
オ
ン

ラ
イ
ン
演
説
会
）。こ
の
間

の
野
党
の
国
会
共
闘
は
も

と
よ
り
、
全
国
の
選
挙
共

闘
の
前
進
に
、
穀
田
さ
ん

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
全
府
の
力

で
「
比
例
30
万
、
25
％
以

上
」
の
大
波
を
起
こ
し
、

京
都
１
区
で
「
比
例
６
万

票
」
を
実
現
す
れ
ば
、穀
田

さ
ん
を
勝
利
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
度
こ
そ

小
選
挙
区
で
の
穀
田
勝
利

へ
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

 　

そ
う
す
る
と
、
比
例

代
表
選
挙
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す

ね

　

小
選
挙
区
候
補
の
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
比

例
代
表
選
挙
こ
そ
共
産
党

議
席
を
伸
ば
す
主
舞
台
で

す
。
有
権
者
の
み
な
さ
ん

　

 　

３
区
や
６
区
で
は
、

「
小
選
挙
区
候
補
が
い

な
い
と
た
た
か
い
に
く

い
」
と
の
意
見
も
あ
り

ま
す

　

京
都
で
は
必
ず
全
小
選

挙
区
で
候
補
者
を
立
て
て

き
た
の
で
、
そ
の
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

「
３
・
６
区
は
検
討
中
」

と
い
う
発
信
は
、「
１
区
・

穀
田
氏
を
野
党
統
一
候
補

に
」
と
い
う
主
張
と
合
わ

せ
て
、「
市
民
と
野
党
の
共

闘
」
に
対
す
る
日
本
共
産
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